
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】平面のときと同様に位置ベクトルによって，空間図形の性質を調べることができる。

□内積の利用

　空間のベクトルについても，内積の性質は，すべて成り立つ。

　内積を利用して，空間図形の性質を証明してみよう。

応用例題４）

　　　四面体において，等式        が成り立つならば，

　　　であることを証明せよ。

　　　　，，とする。内積の性質を利用して，

　　　　　    となることを示す。
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図形問題のポイント【超重要】

１．始点をそろえる

２．基準となるベクトルに統一する

１．この問題なら始点は

２．に統一する
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垂直が出てきたら

垂直条件を

　　　整理すると　　　　  

　　　このことから　　　      

　　　，であるから

　　　　　　　　　　　　

　　　したがって　　　　　　　　　　　　　　　　　

　正四面体において        が成り立つ。よって，応用例題から，正

四面体においてが成り立つ。

　平面上では「四角形において，等式        が成り立てば，

　　　　つの対角線は垂直に交わる」が成り立つ。
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□座標空間における直線

　座標空間における直線に関する問題を，ベクトルを利用して解いてみよう。

応用例題５）　

　　　点     ，     を通る直線に，原点から垂線を下ろす。

　　　点の座標を求めよ。

　　　　は実数から，の成分をを用いて表す。

　　　　　 からが定まり，の成分が求められる。
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平行条件（共線条件）により　　点は直線上にあるから

　　　　

　　　となる実数がある。よって

　　　　

　　　　　

　　　ここで

　　　　     

　　　　  

　　　であるから
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　　　より，   であるから

　　　　　　　　    

　　　　　　　

　　　　　　　　
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

　　　よって，①から　　   

　　　したがって，の座標は　   
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